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国
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あ
り
え
な
い
シ
ナ
リ
オ
か

　

米
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

紙
は
、
韓
国
の
趙
明
均
統
一
相
が
11
月
16

日
、
今
年
の
北
朝
鮮
に
よ
る
核
開
発
の
急

速
な
進
展
に
触
れ
、
北
朝
鮮
支
配
下
で
の

朝
鮮
半
島
統
一
と
い
う
金
正
恩
政
権
の
野

心
が
再
び
蘇
っ
て
い
る
と
の
認
識
を
示
し

た
と
伝
え
た
。

　

同
時
に
趙
氏
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
こ

う
し
た
野
望
は
非
現
実
的
だ
と
し
て
一
蹴

し
、
対
話
の
席
に
つ
く
よ
う
北
朝
鮮
に
求

め
た
。
今
や
東
ア
ジ
ア
か
ら
１
万
キ
ロ
離

れ
た
フ
ラ
ン
ス
や
英
国
で
も
、
北
朝
鮮
が

世
界
で
最
も
危
険
な
国
で
あ
る
こ
と
は
認

識
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
ア
ジ
ア
歴
訪
は
、
近
年
に
な
い
関

心
事
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
メ
デ
ィ
ア
も
多

く
取
り
上
げ
た
。
核
戦
争
の
脅
威
、
中
国

や
ロ
シ
ア
を
巻
き
込
ん
だ
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

以
降
最
大
の
緊
張
が
ア
ジ
ア
に
拡
が
っ
て

い
る
と
い
う
扱
い
だ
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
訪
韓
、
訪
中
で
融

和
的
ム
ー
ド
を
演
出
し
な
が
ら
も
、
北
朝

鮮
へ
の
対
話
よ
り
圧
力
優
先
の
姿
勢
に
変

わ
り
が
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
韓
国
の
文

在
寅
大
統
領
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
呼
び
か

け
る
日
米
韓
の
軍
事
協
力
に
つ
い
て
、
日

本
と
の
協
力
に
は
強
い
抵
抗
を
示
す
と
と

も
に
対
話
重
視
を
強
調
し
た
。

　

北
と
の
対
話
交
渉
経
験
の
豊
富
な
趙
統

一
相
は
、
文
大
統
領
の
度
重
な
る
招
き
に

応
じ
な
い
北
の
姿
勢
に
、
対
話
実
現
の
見

込
み
は
薄
い
と
述
べ
て
い
る
。
最
近
で
は

北
朝
鮮
の
兵
士
が
板
門
店
の
共
同
警
備
区

域
（JS

A

）
境
界
線
を
超
え
韓
国
に
亡

命
す
る
事
件
が
発
生
し
た
が
、
兵
士
の
健

康
状
態
か
ら
北
の
兵
士
ら
の
置
か
れ
て
い

る
食
糧
事
情
が
劣
悪
化
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

趙
氏
は
ま
た
、
日
本
や
世
界
で
は
語
ら

れ
な
い
北
朝
鮮
が
金
正
恩
支
配
体
制
で
朝

鮮
半
島
を
統
一
す
る
と
い
う
長
年
の
夢
の

実
現
の
手
段
と
し
て
、
核
兵
器
を
利
用
す

る
兆
候
が
強
ま
っ
て
い
る
と
し
て
警
戒
感

を
示
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
あ
り
え
な
い
シ
ナ
リ
オ

は
非
現
実
的
と
も
言
え
な
い
。
今
や
北
と

南
と
ど
ち
ら
が
南
北
統
一
に
情
熱
を
傾
け

て
い
る
か
と
言
え
ば
、
明
ら
か
に
北
朝
鮮

だ
か
ら
だ
。
韓
国
政
府
は
統
一
相
を
置
い

て
対
北
外
交
を
展
開
し
て
き
た
一
方
、
南

北
の
経
済
格
差
は
開
き
す
ぎ
、
自
由
を
謳

歌
す
る
韓
国
民
の
中
に
北
と
の
統
一
を
夢

見
る
人
は
少
な
い
。

　

南
北
分
断
で
引
き
裂
か
れ
た
家
族
も
年

を
と
り
、
60
歳
以
下
の
韓
国
民
に
は
北
は

迷
惑
な
存
在
で
し
か
な
い
。
若
者
に
至
っ

て
は
野
蛮
な
独
裁
体
制
を
続
け
る
北
の
国

民
と
同
じ
民
族
と
言
わ
れ
て
も
分
か
ち
合

う
も
の
は
皆
無
に
等
し
い
。
内
心
で
は
南

北
統
一
を
望
ま
な
い
人
の
方
が
多
い
。

　

さ
ら
に
、
朴
前
政
権
や
現
文
政
権
を
見

て
も
、
朝
鮮
民
族
が
怯
え
続
け
た
中
国
へ

の
配
慮
は
強
ま
る
一
方
だ
。
韓
国
領
内
へ

の
米
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ

Ｄ
の
配
備
に
反
発
す
る
中
国
政
府
が
中
韓

の
観
光
交
流
に
介
入
し
、
韓
国
の
中
国
人

観
光
客
が
激
減
し
、
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
訪
韓
で
は
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
の

配
備
に
抗
議
す
る
デ
モ
が
起
き
、
反
米
気

運
も
高
ま
っ
て
い
る
。
朴
政
権
以
来
の
中

国
へ
の
す
り
寄
り
は
、
何
百
年
も
中
国
の

圧
力
に
怯
え
て
尻
尾
を
振
っ
て
暮
ら
し
て

き
た
朝
鮮
民
族
の
歴
史
的
事
情
が
表
面
化

し
た
形
だ
。

　

北
の
背
後
に
あ
る
中
国
、
北
に
理
解
を

示
す
ロ
シ
ア
は
、
と
も
に
ア
メ
リ
カ
と
対

峙
し
て
い
る
。
そ
の
ア
メ
リ
カ
に
守
ら
れ
、

独
立
国
家
を
保
っ
て
き
た
韓
国
で
反
米
気

運
が
高
ま
り
、
中
国
に
す
り
寄
れ
ば
、
長

年
、
北
が
送
り
続
け
て
き
た
工
作
員
の
思

う
ツ
ボ
と
な
る
。
結
果
と
し
て
金
正
恩
支

配
体
制
下
で
の
朝
鮮
半
島
統
一
は
、
非
現

実
と
は
言
え
な
く
な
っ
て
く
る
。

　

仮
に
核
攻
撃
の
圧
力
に
韓
国
が
屈
し
、

統
一
選
挙
を
実
施
す
れ
ば
、
北
の
全
有
権

者
は
確
実
に
金
正
恩
氏
率
い
る
労
働
党
に

投
票
し
、
韓
国
側
は
乱
立
す
る
政
党
に
票

が
割
れ
る
中
、
金
正
恩
が
初
代
大
統
領
に

な
る
の
は
確
実
だ
。
北
は
今
で
も
そ
ん
な
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シ
ナ
リ
オ
を
描
き
な
が
ら
、
核
開
発
に
勤

し
ん
で
い
る
。

朝
鮮
統
一
は
中
国
に
利
益

　

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
有
力
側
近
で
首

席
戦
略
官
兼
上
級
顧
問
を
８
月
ま
で
務
め

た
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
バ
ノ
ン
氏
が
11
月
に

来
日
し
都
内
の
講
演
で
、
中
国
に
対
す
る

持
論
を
展
開
し
注
目
を
集
め
た
。
そ
れ
は

中
国
が
覇
権
主
義
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
こ

と
へ
の
警
告
だ
っ
た
。

　

中
国
共
産
党
党
大
会
で
見
せ
た
最
近
の

習
近
平
氏
の
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
米
議
会

の
諮
問
機
関
「
米
中
経
済
安
全
保
障
調
査

委
員
会
」
も
バ
ノ
ン
氏
の
講
演
と
同
日
の

11
月
15
日
、
中
国
の
動
向
に
関
す
る
年
次

報
告
書
で
同
様
な
内
容
が
公
表
さ
れ
た
。

　

日
本
や
韓
国
に
展
開
す
る
米
軍
と
、
軍

備
の
近
代
化
を
進
め
る
中
国
人
民
解
放
軍

の
軍
事
的
均
衡
が
崩
れ
れ
ば
、
中
国
は
国

家
的
野
心
を
む
き
出
し
に
し
て
米
軍
の
排

除
に
踏
み
切
る
恐
れ
が
あ
る
と
警
告
す
る

文
書
だ
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
南
シ
ナ
海
の
軍
事
拠
点
化

の
推
進
、シ
ル
ク
ロ
ー
ド
経
済
圏
構
想「
一

帯
一
路
」
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
ア
ジ
ア

地
域
へ
の
影
響
力
を
拡
大
し
て
い
る
こ
と
、

さ
ら
に
は
米
企
業
買
収
を
意
欲
的
に
行
う

中
国
企
業
の
背
後
に
中
国
政
府
の
覇
権
主

義
の
意
図
が
あ
る
こ
と
を
警
告
し
、
ア
メ

リ
カ
の
「
経
済
・
国
家
安
全
保
障
に
打
撃

と
な
り
得
る
」
と
の
分
析
を
示
し
た
。

　

11
月
の
ト
ラ
ン
プ
・
習
近
平
首
脳
会
談

で
、
融
和
姿
勢
を
見
せ
た
ト
ラ
ン
プ
氏
が

中
国
の
覇
権
主
義
を
黙
認
し
た
と
は
考
え

に
く
い
。
ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
は
、
年
季
の
入
っ
た
熟
練
戦

略
家
、
習
近
平
氏
に
手
玉
に
取
ら
れ
る
と

の
見
方
も
間
違
っ
て
い
る
。

　

バ
ノ
ン
氏
は
、
英
国
を
初
め
と
す
る
欧

州
大
国
が
中
国
の
本
意
を
見
抜
け
ず
、
投

資
し
続
け
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
も
警
告

し
て
い
る
。

　

実
際
、
ド
イ
ツ
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
が
中
国
に
生
産
拠

点
を
作
る
な
ど
最
初
に
中
国
に
す
り
寄
っ

た
の
は
ド
イ
ツ
だ
っ
た
。
技
術
流
出
を
覚

悟
で
中
国
か
ら
の
大
型
受
注
を
受
け
入
れ

た
エ
ア
バ
ス
の
フ
ラ
ン
ス
、
安
全
保
障
に

関
わ
る
原
発
施
設
建
設
に
中
国
か
ら
の
投

資
に
門
戸
を
開
い
て
し
ま
っ
た
英
国
な
ど
、

経
済
関
係
は
深
ま
る
一
方
だ
。

　

「
中
国
投
資
は
中
国
を
民
主
化
す
る
」

と
か
「
経
済
は
別
物
」
と
い
う
考
え
は
、

今
で
も
欧
米
先
進
国
に
蔓
延
し
、
日
本
も

そ
れ
に
追
随
し
て
い
る
。
欧
米
指
導
者
は

「
人
々
が
豊
か
さ
を
追
求
し
格
差
が
生
じ

れ
ば
、
い
ず
れ
一
党
独
裁
は
持
ち
こ
た
え

ら
れ
な
く
な
り
、
国
民
は
民
主
主
義
を
選

ぶ
」
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
を
信
じ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
結
果
と
し
て
人
口
に
物
を
言

わ
せ
て
得
た
莫
大
な
資
金
が
軍
拡
と
世
界

支
配
に
繋
が
っ
て
い
る
。
中
国
は
ロ
シ
ア

と
は
違
う
。
習
近
平
氏
は
中
国
共
産
党
党

大
会
で
「
新
た
な
時
代
に
則
し
た
社
会
主

義
国
家
モ
デ
ル
を
世
界
に
示
す
」
と
豪
語

し
、
世
界
へ
挑
戦
状
を
叩
き
つ
け
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
国
に
と
っ
て
北
朝
鮮
問
題
は

頭
の
痛
い
問
題
だ
が
、
北
の
体
制
を
維
持

し
た
形
の
朝
鮮
半
島
の
統
一
は
、
覇
権
主

義
の
中
国
に
と
っ
て
は
大
き
な
利
益
に
な

る
。
特
に
ア
ジ
ア
に
最
も
影
響
力
を
持
つ

日
本
に
対
し
て
大
き
く
駒
を
進
め
る
結
果

を
も
た
ら
す
。

　

非
現
実
的
と
思
わ
れ
る
シ
ナ
リ
オ
だ
が
、

彼
ら
の
強
い
執
念
は
強
引
に
現
実
を
ね
じ

曲
げ
る
可
能
性
も
あ
る
。
保
護
主
義
的
傾

向
を
見
せ
る
ア
メ
リ
カ
を
初
め
、
自
由
と

民
主
主
義
を
掲
げ
る
国
が
過
剰
な
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
る

中
、
中
国
は
発
言
力
を
増
し
て
い
る
。

　

仮
に
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
制
御

に
走
る
先
進
国
の
間
に
経
済
減
速
の
事
態

が
生
じ
れ
ば
、
即
座
に
中
国
は
世
界
第
一

位
の
経
済
大
国
に
躍
り
出
る
こ
と
を
模
索

す
る
で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
中
華
思
想
に
支
え
ら
れ
た
漢
民

族
に
よ
る
世
界
支
配
と
い
う
野
望
を
実
現

し
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。「
支
配
す
る
者

が
世
界
の
ル
ー
ル
を
作
り
、
最
も
利
益
を

得
る
」
と
い
う
考
え
を
中
国
共
産
党
は
未

だ
に
強
く
信
じ
て
い
る
か
ら
だ
。




